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ーディング法を採用した結果、硬さが 1500 HV のアルミナと 20HV のアルミをクラックの発生を抑えて焼結接
合することに成功している。
以上のように、本論文で、はパノレス通電加圧焼結法における焼結機構を明らかにするとともにパルス通電加圧焼結法
による新しいアルミ焼結部品のニアネットシェイプ成形技術、表面改質技術、異種材料との接合技術を開発している。
これらの研究の成果は、新しい視点でのパルス通電加圧焼結技術の確立に関し、多くの有益な知見を含んでおり、材
料工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
